


要約:昨年度からの継続的な全国アンケート調査をもとに、近年の超及び極低出生体重児

の重症感染症の動向と各施設の感染対策の変容について調査した。77 施設から 1994.1～

1995.9 の調査対象期間中に、404 例の超及ぴ極低出生体重児の重症感染症の報告があった。

このうち、138 例 (34.1%)が MRSA 感染症であり、近年、より低体重の児を中心に発生し

ている。依然として6O%以上の施設で、MRSA が院内感染起炎菌の中心であると答えており、

様々な対策をこうじなから「保菌者が増加している」とした施設が 17%、横ばいであまり

変わらないとした施設が半数以上を占めた。一方で隔離室の増設や看護体制の改善、空調

設備の改善など病棟環境の整備を積極的に行なった施設で成功している例があり、追跡調

査が望まれる。


